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東京農工大学の 10 年後の姿と課題 

 

これから10年間の社会変化を見越すと、地球温暖化に伴う環境の激変に加え、現在から10

億人以上とも見込まれる世界人口の増加と、それに伴う食料、エネルギー、資源の恒常的な

不足、感染症リスクの拡大など、深刻な課題が積み重なる。さらには世界的な都市化の進行、

IoTやAIの進化に伴う社会システムや仕事の種類の急速な変化、国際社会における価値観の

変化に対応した新たな国際政策、国際協調構築などの重要事項が山積する。これはとりもな

おさず、ウィズ・ポストコロナ時代の食とエネルギー循環型社会の構築を掲げる本学の役割

が極めて大きいことを示すものである。同時に、この間の全学的努力による具体的な成果が、

大学の存在意義そのものにも関わる重要な局面になることに他ならない。 

こうした背景の中で、本学は社会との共創を基調に「自然と共生する人の価値」を資本と

して考える新たな社会システムの構築を推進する。すなわち、ダイバーシティ、インクルー

ジョンを世界的な共通価値へと変換し、人と自然との共生の中で、健康で快適な環境を基盤

に誰もが生きがいを感じる人間社会の追求こそ最も価値あるものとする社会規範を掲げる。 

この高い目標の達成には、これまでの概念を越えた尖端研究領域の開拓と知識社会の牽引

者となる人材の輩出が必須であることは言うまでもない。そのために、学生の生涯価値の向

上のための環境をハード、ソフト両面で整備し、教育研究活動の高度化・国際化、大学院重

点化実践教育、充実した学生本位の農工大型大学院リテラシー教育の構築、研究力強化と多

様な出口戦略（アカデミア、企業、起業、国際連携）により、学生、教職員のキャリアパス

拡充を推進する。また、有力な外国人教員の計画的な採用、留学生拡充計画、国際共同研究

拠点設置を推進すると共に、情報集積とその発信力を持った国際拠点となることが重要で

ある。さらに、優れた教学の推進を支える経営戦略を機動的に導入する体制をさらに強固な

ものとする。すなわち、研究・学修に集中できる環境の飛躍的向上を支える財政戦略、自律

的な大学経営力、教学と経営の二つの機能が強く連携しながらそれぞれの責務を果たす新

たなガバナンス体制を導入する。民間・国内外市場からの投資型資金導入に基づく大学の持

続的な経営資源を確保することにより、強い基盤の構築を実現する。 

これら一連の活動によってもたらされるものは、本学が発信する「知」に基づく地球の持

続性への道筋の明確化と社会との共感による連鎖である。この大目標に対し学生と教職員

が生きがいを感じて努力できる大学、すなわち「人とかがやく東京農工大学」の実現こそが、

10年後にあるべき大学の姿である。物質、エネルギー、健康、環境に関する社会的価値波及

のエコシステムの形成を促し、その基盤となる、高度な科学的探求と社会連携活動、すなわ

ち、新概念・新機軸に基づく科学的探求、実証・検証を基盤とする学術活動と、知的価値の

拡張、社会への波及、新産業創出という社会連携活動との融合を進める。この理念と実行計

画に基づき本学が10年後に到達する姿こそ、尖端研究成果を波及し国際社会のあるべき姿

を先導する「世界第一線の研究大学」である。 

以上 


